
第１問 【３０点】
問１ � Ｂ � Ｅ 問２ １ � ア・エ ２ � ウ・エ（１、２とも完全解答）

＜レポートの構成表 全体構成＞

標題：イメージづけによる節約行為の実践

１ 調査の目的
「節約」というと「ケチ」「我慢」などのイメージを抱きやすく、抵抗感を
覚える人がいるという。そこで、同じ行為に対して別のイメージづけをした場
合、節約行為が実践されやすくなるかどうかを調査し、結果を確かめる。

２ 調査の方法
９月１日から１４日までの２週間、本校図書館にあるコピー機（１階、２階の
２か所）前に「ミスコピーに注意」という張り紙を掲示する。１階には、「節
約のため」、２階には「環境のため」という理由を張り紙に記載する。
各コピー機について、ミスコピーの発生率を算出する。調査期間中の両者を
比較するほか、張り紙を掲示する前の発生率とも比較する。
（注：図書館のコピー機は使用枚数を図書館職員に申告するようになっている
ため、枚数の把握に問題はないと考えられる。）

３ 調査の結果
張り紙の掲示前と掲示後を比べると、ミスコピー発生率は次のようになった。
１階コピー機 ２１．４％ →１６．６％ ２階コピー機 ２０．８％ →８．４％
どちらの場合もミスコピーは減っているが、比較すると、２階コピー機のほ
うが減少の幅が大きくなっている。

４ 結果の考察
「節約のため」でも「環境のため」でもある程度の節約行為は実行されるが、
効果が高いのは「環境」を理由とした時のようだ。
「環境のため」という言葉は、「明るさ」や「社会貢献」などプラスのイメ
ージを抱きやすい。そのため、節約行為に対する抵抗感が減り、積極的に節約
につながる行動を取りやすくなると考えられる。

以上

問２ 解答例
「ツールの使用数」を、「人付き合いの深さ」
の結果にクロスして集計した。すると、現実より
「深い」と答えた人の約６割が「３種類」、「浅
い」と答えた人の約５割が「１種類」を使ってい
る。ここから、使用するツールが多いほど、ネッ
ト上での人付き合いを深いと認識し、少ないほど
浅いと捉える傾向が見える。 （２２字×７行）

第２問 【４０点】
問１ ウ

裏へ続く

平成２９年度 文章読解・作成能力検定 ２級Ｄ 標準解答
検定日 平成３０年２月４日 公益財団法人 日本漢字能力検定協会〔不許複製〕

受検結果の発送はおよそ４０日後です。合否その他に関する問い合わせには一切応じられません。



作成例 さて、当店では来年１月から、電子マネー機能
付きの新しいポイントカード「ベルカ」を発行す
ることとなりました。今月中にベルカへのお切り
替えをお申し込みのお客様には、特典として５００
ポイントを進呈いたします。また、旧カードのポ
イントも、そのままベルカに移行できます。電子
マネーはレジでのお支払いが便利でスピーディー
ですので、ぜひお買い物にご活用ください。
切り替えをご希望の方は、同封した「申し込み
書」にご記入の上、当店までご持参またはご返送
ください。
なお、まことに勝手ながら、旧カードのポイン
トは来年９月末にてすべて無効となります。どう
かご了承ください。
今後とも変わらぬご愛顧を賜りますよう、重ね
てお願い申し上げます。

敬具
（２２字×１７行）

第３問 【５０点】

作成例１ 作成例２

私の家では、いつも食事のときにテレビのニュ
ースが流れている。最新の情報に基づく報道を何
となく見ているだけでも、何が重大なできごとで
あるのかはおおよそわかる。また、インターネッ
トの文字情報や動画などを通して、そのときの社
会の動きを直接反映した情報を得ることもできる。
以前、ネットで知った事件について、詳しく知る
ために、新聞や雑誌と読み比べたことがある。し
かし、それらの記事の内容はテレビやネットでも
う見たものばかりで、新しい情報は得られなかっ
た。
テレビやインターネットを利用して、私は社会

の動きを効率的に把握している。十分な情報は入
手できており、もう紙の新聞や雑誌などを利用し
て、改めて情報を得る必要はない。
今や、社会の動きを伝える情報はたえず世界中

から伝わってくる。それらをいちいち紙上の記事
にまとめていると、どうしても時間がかかる。実
際、速報性に優れたテレビやインターネットの方
が機敏に情報を提供しているといえる。だから、
私たちはテレビやインターネットの利用を通して、
常に新鮮な情報に触れられる。これが社会の動き
を知りたいときには大いに役立つ。
紙の新聞や雑誌などは、そのままの形でずっと

保存しておける。書き換えや削除が容易な電子的
な媒体よりも紙の方が正確な記録が残るから、社
会の動きを知るには紙の新聞や雑誌を利用すべき
だという人もいる。しかし、紙だからといってい
つまでも残るという保証はない。湿気や日光など
で傷んだり、破損したりして読めなくなることも
ある。つまり、正確な記録が残るとはいえないの
だ。 （２２字×３２行）

最近数週間にわたって、テレビやインターネッ
トが食品の汚染問題を連日取り上げている。そこ
で私はこの問題について、図書館に行って調べて
みた。すると、汚染物質を含む食品の問題は、公
害問題に社会の注目が集まるにつれて、数十年前
から新聞や雑誌で繰り返し指摘されてきたことが
わかった。新聞では多くの紙面を割いて報道され、
雑誌でもいくつも特集が組まれている。記事の大
きさや配置で、問題の重要度や他の問題との関連
も把握でき、単に食品だけの話ではない、大きな
社会問題であることもわかった。
私たちは手軽にいろいろな情報を得ようとして、
何でもテレビやインターネットで済ませてしまい
がちだ。しかし社会の動きを知りたいときには、
やはり紙の新聞や雑誌などを利用すべきだ。
現在は多種多様なメディアが、社会の動きに関
する情報を伝えている。しかし、テレビやネット
検索だけで得られた情報は断片的であり、問題ど
うしの関係や、他のできごとからの影響などを察
知するには難がある。紙の上にレイアウトされた
記事ならば、紙面構成からそれらの関係を読み取
ることができる。
インターネットやＳＮＳを利用すれば、社会の
動きやそれに対する多くの人々の考えがわかる。
だから、紙の新聞や雑誌などは必要ないという人
もいる。しかし、そのような情報だけでは、的確
に社会の状況をとらえることはできない。限られ
たごく少数の人々の意見が短時間のうちに拡散し、
あたかも全国民の意見であるかのように伝わって
しまうこともある。したがって、社会全体の動き
を反映しているとはいえない。 （２２字×３１行）

第４問 【８０点】

おわり


